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はじめに
　現在、わが国における司書養成のあり方について様々な議論が展開されている。そこで、本
稿では、わが国の多様な司書養成の現状についてその枠組みを整理し、その特徴を明らかにす
るとともに、現行の司書養成がもつ社会的意義について考察する。
1．司書養成の現状と問題点
　わが国の司書養成は、図書館法施行規則で定められている司書講習をはじめ、短大・大学に
設置された司書課程、さらには図書館情報学を専門とする学部・学科・専攻を有する大学、大
学院によって進められている。これらの多様な教育機会を通じて、司書資格を取得する者は毎
年1万人を超えている。1）
　司書資格を取得した者が実際に勤務する図書館は、公立図書館に限られているわけではなく、
大学図書館さらには専門図書館にも及んでいる。しかしながら、司書資格を取得した者で、公
立図書館に採用される者はごくわずかであり、大学図書館等の採用人数を加えても、司書とし
て図書館に採用される人数は、毎年供給される司書資格取得者数を大きく下回っている。
　こうした現状を見るとき、現行の司書養成に関わる特徴や問題点として、次の3点があげら
れる。
　第一に、司書養成に関わる教育機関の多様性である。司書資格の取得に必要な単位数は、司
書講習と学部・学科における専門教育との間には大きな開きがあるものの、最終的に取得でき
る司書という資格に差異はない。司書の専門性を問題にするとき、こうした教育機関の多様性
を抜きに論じることはできないにも関わらず、一律に論じられることが多い。
　第二に、図書館の種類と司書養成との関係である。現行の司書養成に必要な科目は、図書館
法施行規則によって定められており、基本的に公立図書館の司書養成を目的としたものである。
しかし、司書資格を取得した者を採用する図書館は公立図書館に限られているわけではなく、
大学図書館、さらには専門図書館にも及んでいる。司書として必要な知識・技術は、図書館の
専門的業務に従事するうえで必要な基盤的な知識・技術と、図書館の種類に固有の必要な知識・
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技術から構成される。現行の司書教育は、公立図書館の司書に必要な知識・技術を一部扱って
いるだけであり、他の館種に必要な知識・技術を取り入れたものとはなっていない。
　第三に、司書養成の目的・意義に関する問題である。先述の通り、司書資格取得者数に比し
て、実際に司書として図書館に採用される人数は極めて少ない現状から、現行の司書養成のあ
り方を疑問視する議論がある。確かに、司書養成の目的は、実際に図書館に勤務する司書を養
成することにあるが、その役割のみに限定することは司書養成の社会的意義を狭めることにな
ろう。
　以下、上記の3つの問題点を中心に考察を進める。
2．司書養成に関わる教育機関の種類とその意義
　司書養成に関わる教育機関の種類には、先述の通り、司書講習、短大・大学の司書課程、図
書館情報学を専門とする学部・学科・大学院がある。ここでは、特に、司書課程と学部・学
科・大学院の図書館情報学の専門教育とを対比し、その特徴を明らかにする。
　司書課程と学部・学科・大学院の専門教育との大きな違いは、図書館情報学の専門教育のレ
ベルと主題専門知識に関する教育のレベルにある。この2つの観点から教育機関を位置づけた
ものが図1である。
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図1　図書館情報学および主題専門知識の各レベルと教育機関との関係
　司書課程では文系学部のみならず、理系学部にも所属する学生が受講できる教育機会を提供
しているところが多い。この方式では、司書課程を受講する学生がそれぞれ所属する学部学科
の主題分野（例えば、法律、物理など）に関する専門知識を学習しながら、併せて、図書館情
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報学を学び、司書資格を取得するというかたちをとる。したがって、特定の主題分野に限られ
るものの、その主題分野の専門知識に関する専門性のレベルは、図書館情報学を専門とする学
生のその主題分野の専門知識に比べ、高いといえよう。それに対して、図書館情報学の専門性
のレベルは、図書館情報学を専門とする学部・学科の教育に比べて低くならざるをえない。以
上から、司書課程での司書養成は、図1ではAの座標点に位置づけられる。
　一方、図書館情報学を専門とする学部・学科における司書養成は、図書館情報学に関する専
門性のレベルは司書課程に比べて高いといえる。しかし、主題専門知識（例えば、法律、物理
など）については、副専攻などの制度を設けて学習機会を提供する大学もあるが、その専門性
のレベルは、その主題を専門とする学部教育に比べて低くなる。以上から、図書館情報学を専
門とする学部・学科レベルの司書養成は、図1でいえぱ、Bの座標点に位置づけられる。
　AとBとの関係はおおよそ次の通りである。一般に、図書館情報学以外の主題専門知識に関
する専門性のレベルが高いと、図書館情報学の専門性のレベルは低下する。逆に、図書館情報
学の専門教育のレベルが高まると、主題専門知識に関する専門性のレベルは低下する。
　ここで、図書館情報学を専門とする大学院について見ておきたい。大学院には図1に示した
ように大学院1と大学院Hの2つのタイプが存在する。大学院1は、学部・学科において図書
館情報学を専攻した学生を教育するものである。このタイプでは基本的に図書館情報学以外の
主題専門知識の専門性は低いレベルにとどまり、図1のCの位置となる。それに対して、大学
院Hは、学部において図書館情報学以外の主題を専攻した学生を受け入れる場合である。学生
は学部生の段階において司書課程を履修している者とそうでない者に分かれるため、大学院に
おける学習開始時点での図書館情報学の専門性のレベルに差があるものの、大学院教育を通し
て専門性のレベルを高めることが期待される。そこで、このタイプHの大学院教育は、図書館
情報学以外の主題の専門性のレベルを高く維持しつつ、図書館情報学の専門性を高めることに
なり、図1ではDの位置となる。
　さて、司書養成において、司書課程の教育と学部・学科での図書館情報学の教育をどのよう
に位置づければよいのであろうか。司書の専門的業務の遂行にあたって、図書館情報学の専門
知識を習得することが重要であることはいうまでもない。しかし、特に大学図書館に勤務する
司書に必要な知識・技術に関する調査結果2）・3）・4）が示すように、図書館情報学の知識・技術と
並んで、主題専門知識を重視する必要がある。
　図書館において、種々の情報資料を扱い、多様な情報要求をもった利用者に日々接しながら
サービスを提供する司書には、図書館情報学の専門知識だけで十分とはいえない。司書の重要
な機能は、利用者の問題解決に必要な情報資料を提供することにより、利用者の問題解決を支
援することである。また、利用者の様々なテーマに関する興味・関心を充足させるような読書
資料の案内・提供にある。利用者の抱える問題や興味関心事項への十分な理解なしに、適切な
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情報資料を選択し、提供することはできない。それゆえ、司書には、図書館情報学以外の主題
に関する一定の専門知識を有していることがきわめて重要となる。
　主題専門知識は、利用者の問題、興味・関心事項への理解に不可欠であるばかりでなく、利
用者に案内、提供される情報資料の主題内容を理解するうえでも必要となる。特に、資料組織
（分類・件名作業）における主題専門知識の重要性は改めていうまでもない。情報資料が扱っ
ている主題内容を把握することなしに、利用者の問題、興味関心事項に適合した情報資料の選
択はできないことになる。それゆえ、利用者の問題・興味関心事項の理解、情報資料の内容の
理解のいずれにおいても、司書には、図書館情報学以外の主題分野について、たとえそれが法
律や物理という限られた分野であっても、専門知識を有していることが求められるのである。
　以上の点から、司書養成のための教育については、学部（文学部、法学部、理学部等）の主
題専門教育を基盤とし、図書館情報学教育の体制を構築することが重要となる。図書館情報学
を専門とする学部・学科レベル、大学院レベルの教育は、図書館情報学の教育者、研究者の養
成において必要であることはいうまでもない。しかし、図書館の現場で活動する司書養成につ
いていえば、図書館情報学自体の専門性を高めるだけでは、図書館サービスを高度化する司書
の養成には結びつかないであろう。
3．司書養成に必要な学習領域
　現在の司書養成は、図書館法上、公立図書館の司書養成を主たる目的にしているが、司書資
格を取得した者は、先述の通り、公立図書館に限らず、大学図書館や専門図書館など、他の館
種の専門的業務にも従事しているのが実情である。
　確かに、図書館の専門的業務を支える専門的知識・技術は、図書館情報学を基礎として成立
するものであり、そこに基本的に館種の違いはない。館種の違いが反映されるのは、むしろ、
図書館情報学とは別に、館種の特性上必要となる主題専門知識にあるといえる。
　そこで、司書養成に必要な知識を得るための学習領域は、図2、表1のように3層構造として
表すことができる。
館種別主題専門知識
図書館情報学
主　題　専　門　領　域
図2　司書養成の学習領域の3層構造
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館　　種 基礎学習領域 中核的学習領域 館種別学習領域
公立図書館
生涯学習論　　教育行政学
?､政策学
大学図書館 主題専門知識
図書館
﨣?w
高等教育論　　大学経営論
ｳ授学習法
学校図書館 教育学
表1　司書養成に必要な学習領域
　司書は様々な主題内容が記録されている情報資料を取り扱い、多様な主題の情報要求をもっ
た利用者を対象にしなければならない。そこで、3層構造の基底にあるのが主題専門知識であ
る。次にくるのが、司書にとって中核的な専門知識となる「図書館情報学」である。これらの
2層の上に館種に固有の主題専門知識がくる。この第3層の知識は、その館種の図書館がおかれ
ている環境や文脈、具体的にはサービス対象となる利用者の特性やその図書館が属している組
織に関するものである。なお、中核的学習領域である図書館情報学にどのような知識・技術を
盛り込むかについては、日本図書館情報学会による「情報専門職養成に向けた図書館情報学教
育体制の再構築に関する総合的研究」5）において検討されているので、ここでは館種に固有の
主題専門知識について取り上げる。
　司書に必要な知識・技術の検討にあたって重要なことは、表1に示したように、図書館情報
学に加えて、どのような主題専門知識を取り入れるかにある。公立図書館についていえば、学
校教育修了後の人々の教育・学習を支援するという重要な責務を果たすために、「生涯学習論」
があげられる。なお、これについては、図書館法施行規則で定められた司書養成に関する科目
に含まれている。さらに必要な分野として、公立図書館を設置している地方自治体の行政を理
解するために、「教育行政」、「公共政策学」があげられる。
　大学図書館の司書養成については、「高等教育」、「大学経営」に関する基本的な知識ととも
に、利用者となる学生の学習活動、教員の教授活動の支援のために、「教授学習法」に関する
知識をあげることができる。
　学校図書館については、現行の司書教諭課程における教育内容は、中核的学習領域である図
書館情報学の教育が十分とはいえない。そこで、他の館種の図書館と同様に、図書館情報学に
ついては共通とし、学校図書館に固有の学習領域として「教育学」（教員免許上に必要な科目
群を含める）を位置づける必要があろう。
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4．司書養成の目的と意義
　司書養成の主要な目的は、いうまでもなく、図書館において専門的業務にあたる職員の養成
にある。しかし、図3に示すように、司書養成の目的はより広く捉える必要がある。すなわち、
社会の知的基盤である図書館を支える人的資源の形成に寄与するという目的を掲げることがで
きる。
????? ????? ?????
知的基盤としての図書館を支える人的資源
　　　　　　（司書有資格者〉
図3　知的基盤としての図書館と人的資源
　図書館、なかでも公立図書館は、学校教育修了後の教育・学習を保障し、教育的機能を発揮
する機関として、その役割はきわめて重要である。経済学者のA．センは、「人間の安全保障」6）
という概念を提起しているが、図書館はこの人間の安全保障に大きく貢献することになる。人
間の安全保障とは、人間の「生存」と「生活」を守り、維持するものである。この人間の安全
保障において、センが不可欠なものとして重視しているのが「教育」である。「教育」は人間
の潜在能力を増大させるための中心的存在であり、不安や不安定な状況を訴え、また、それを
克服するうえで、基礎教育はきわめて重要であると指摘している。センは発展途上国の貧困問
題の克服を念頭においているため、基礎教育としての学校教育を重視しているが、高度情報社
会の現代においては、学校教育と同様に、あるいはそれ以上に、学校教育修了後の教育・学習
の保障が重要である。新たな知識が日々生産される現代社会では、学校教育修了後も学習を継
続し、最新の知識・技術を獲得できるかどうかが個人の生活と生存を左右することになる。そ
の意味で、公立図書館は、人間の安全保障という観点からも、学校教育修了後の人々の学習を
保障し、教育を支援する機関としてその重要性は高まっている。
　このように、司書養成の意義は、図書館の専門的業務に関わる直接的な人材の供給に限定さ
れるわけではなく、以上のような学校教育修了後の人々の学習と教育を支援するための知的基
盤としての図書館機能の形成に寄与することにもある。
　図書館活用能力の教育と司書養成とは別のことである、という議論がある。確かに、図書館
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に関する教育には、図書館を活用する側の教育すなわち利用教育や情報リテラシー教育と、図
書館サービスを提供する側の教育すなわち司書養成という二つの側面がある。このうち、知的
基盤としての図書館機能の形成に関わる人材の教育は、後者の司書養成の教育が担わなければ
ならない。司書養成のための教育は、図書館サービスを提供する側に立つ人材に必要な知識・
技術を教育するものである。知的基盤としての図書館機能の形成には、情報資料を選択・収集・
組織化する能力、組織化された情報資料を他者のニーズに合わせて提供する能力が必要になる。
つまり、図書館サービスを提供する側の知識・技術さらには倫理が求められるのである。この
ように、知的基盤としての図書館機能は、公立図書館や大学図書館という社会的組織による公
的な図書館活動のみで形成されるのではない。図書館サービスを提供する側の知識・技術・倫
理を身につけた人々が、身近にいる他者で問題を抱え情報資料を必要とする他者を支援する日
常的な活動によっても、図書館機能は形成されるのである。
おわりに
　司書養成のあり方について、わが国の現状を整理するとともに、司書有資格者を社会に供給
する社会的意義について見てきた。司書養成の在り方とその内容を考える上で重要なことは、
図書館は人々の学習・教育を支える社会的機関であるという点である。その意味で、司書につ
いては、社会の知的基盤である図書館の情報資源を背景にもった「学習・教育支援専門職」と
して位置づける必要がある。
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